
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
遺
跡

の
全
体
像
や
集
落
の
移
り
変
わ

り
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
発

掘
調
査
を
行

て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
主
に
西
盛
土
北
西
側

の
調
査
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
の
第
三
十
八
次
発
掘

調
査
で
は
、
竪
穴
建
物
跡
や
道

路
跡
、
溝
状
遺
構
、
土
坑
墓
な

ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
調
査
区
の
南
西
か
ら

北
東
方
向
に
か
け
て
、
直
線
状

に
約
二
十
四
メ

ト
ル
延
び
る

【現場公開日】月曜日～金曜日（8 月下旬まで）
※土・日・祝日、８月１０～１４日は休み。
雨天等により公開中止の場合あり。

【公開時間】午前９時～午後５時
※昼休み（正午～午後１時）は公開していません。
【発掘現場ガイド日時】現場公開実施日
※午前 11 時集合（約２０分）

向
に
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
下

が

て
い
き
ま
す
。
一
番
高
い

と
こ
ろ
と
低
い
と
こ
ろ
の
差
は

約
一

四
メ

ト
ル
に
も
な
り

ま
す
。
溝
の
中
の
土
か
ら
は
、

約
五
千
年
前
の
円
筒
下
層
ｄ
式

土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の

時
期
に
は
、
溝
が
埋
ま

て
し

ま

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

年
度
の
調
査
で
は
、
溝
状
遺
構

の
全
体
の
形
や
使
わ
れ
方
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
竪
穴
建
物
跡
は
火
事

に
あ

た
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
遺
跡
西
側
の
丘
陵
部
は
、
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
継
続
し
て

調
査
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
で
終
了
す
る
予
定
で
す
。
こ

れ
ま
で
、
西
盛
土
の
範
囲
、
形

成
年
代
や
形
成
過
程
、
盛
土
の

南
西
側
の
土
地
利
用
の
移
り
変

わ
り
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

の
調
査
で
、
よ
り
具
体
的
な
当

時
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　　

幅
四
メ
ー
ト
ル
の
大
規
模
な
溝
状

遺
構
は
、
全
国
的
に
も
例
が
な
い

貴
重
な
遺
構
で
す
。
詳
し
く
調
査
し

た
場
所
で
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
掘

り
込
み
が
あ
り
、
底
面
は
北
東
方

※集合場所 西盛土入口付近
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米
大
使
が
訪
問
！

米
大
使
が
訪
問
！

米
大
使
が
訪
問
！

　六
月
十
日
に
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
米
国
駐
日
大
使

が
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　大
使
は
発
掘
調
査
開
始
式
に

立
ち
寄
ら
れ
、
調
査
に
従
事
す

る
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
に
激
励

の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
青
山
副
知
事
、
中
村
教
育

長
、
岡
田
文
化
財
保
護
課
長
と

共
に
遺
跡
を
視
察
さ
れ
、
六
本

柱
の
大
型
建
物
や
大
型
住
居
の

復
元
な
ど
を
大
変
興
味
深
く
見

学
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
室
内

作
業
場
で
は
、
遺
物
整
理
ス
タ
ッ

フ
を
激
励
さ
れ
、
円
筒
土
器
を

手
に
し
な
が
ら
数
千
年
前
の
縄

文
時
代
に
思
い
を
は
せ
ら
れ
て

い
る
ご
様
子
で
し
た
。

【ケネディ大使が発掘調査の作業員を応援してくれました】【 タ ブ レ ッ ト の 土 器 を タ ッ チ ！ 】

　三
内
丸
山
遺
跡
の
価
値
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
映
像
、
画

像
、
音
声
を
使
い
解
説
す
る
シ

ス
テ
ム
を
新
た
に
開
発
し
ま
し

た
。
端
末
を
持
っ
て
遺
跡
を
歩

く
と
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ

テ
ィ
に
よ
っ
て
、
四
千
五
百
年

前
の
縄
文
時
代
の
風
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　さ
ん
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
端
末
を
操
作
す
る
と
主
要

な
出
土
品
の
解
説
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
タ
ッ
チ
し
て
土
器
や
土

偶
を
く
る
く
る
回
し
て
上
や
後

ろ
か
ら
見
た
り
、
拡
大
し
て
細

縄
文
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験

縄
文
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験

部
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　現
在
、
運
用
開
始
に
向
け
て

準
備
中
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

え
ん
　と
う

　ど

　　き

縄
文
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験

発
掘
調
査
進
行
中
！

さん
まる
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今
年
度
も
、
さ
ん
ま
る
縄
文

【
さ
ん
ま
る
縄
文
体
験
】

【
ギ

ラ
リ

ト

ク
】

場所：さんまるミュージアム企画展コーナー

期間：８月 30 日まで

昨年度の発掘調査で、西盛土西側と北端部から出土

した土器や石器、土製品などを展示しています。また、

新聞などでも話

五
月
二
日

五
日
、
縄
文
春

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
好

天
に
も
恵
ま
れ
、
四
日
間
で

一
万
五
千
人
以
上
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

狩
り
や
釣
り
な
ど
の
体
験
を

し
な
が
ら
遺
跡
を
歩
く
「
さ
ん

ま
る
宝
さ
が
し
ウ

キ
ン

グ
」
や
、
縄
文
服
で
記
念
撮
影

が
で
き
る
「
縄
文
フ

シ

ン
で
記
念
撮
影
」、
復
元
大
型

掘
立
柱
建
物
の
高
さ
か
ら
遺
跡

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
縄

文
パ
ノ
ラ
マ
ビ

」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
季
節

ご
と
に
お
祭
り
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
八
月
十
五
・
十
六
日
に

は
縄
文
夏
ま
つ
り
を
、
八
月

二
十
九
・
三
十
日
に
は
縄
文
大

祭
典
を
行
い
ま
す
。
今
回
も
さ

　

さ
ん
ま
る
ミ

ジ
ア
ム
で

は
、
十
一
月
ま
で
の
毎
週
日
曜

日
、
午
後
二
時
半
か
ら
ギ

ラ

縄
文
体
験
・
ギ

ラ
リ

ト

ク
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

三
内
丸
山
遺
跡
ホ

ム
ペ

ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
青
森

県
に
は
、
た
く
さ
ん
の
縄
文
遺

跡
が
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ

ク
「
縄
文
あ
お
も
り
」
で
は
、

世
界
に
誇
る
縄
文
文
化
の
価
値

や
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
人
び

と
の
暮
ら
し
や
文
化
、
世
界
遺

産
登
録
を
め
ざ
す
本
県
の
縄
文

遺
跡
群
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ

ク
を
片
手
に
、

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
縄
文
遺
跡
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
教
育
委
員
会
で

は
、
縄
文
遺
跡
群
を
Ｐ
Ｒ
す
る

】

し
ま
す
。
土
器
や
石
器
を
使

た
、
縄
文
時
代
の
調
理
を
体
験

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

題になった幅約

４ｍの大規模な

溝状遺構につい

て、出土品と一

緒に理化学分析

の結果も紹介し

ています。みな

さまのお越しを

お待ちしています。

【どきどきタイムトリップ】

【 縄 文 パ ノ ラ マ ビ ュ ー 】

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
お
楽
し
み
に
！

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
五
月

十
六
日
に
は
「
黒
曜
石
で
矢
じ
り

を
作
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

黒
曜
石
の
原
石
を
割
っ
て
取
っ
た

素
材
を
加
工
し
て
矢
じ
り
の
形
に

仕
上
げ
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
た

ち
は
、
ど
う
す
れ
ば
矢
じ
り
が
作

れ
る
の
か
を
学
び
な
が
ら
体
験
し

て
い
ま
し
た
。
十
一
月
に
は
「
縄

文
料
理
を
し
て
み
よ
う
」
を
開
催

リ
ー
ト
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

土
器
や
石
器
、
土
偶
、
木
製
品

に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
専

門
職
員
が
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。
所
要
時
間
は
二
十
分

ほ
ど
で
す
。

「
縄
文
あ
お
も
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
原
画
を
募
集
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
が
感
じ
る
縄
文
の
魅
力
や

ロ
マ
ン
を
表
現
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
！
ど
き
ど
き
！
縄
文
あ
お
も
り
！

わ
く
わ
く
！
ど
き
ど
き
！
縄
文
あ
お
も
り
！

縄
文
春
ま
つ
り
開
催
！

夏
ま
つ
り
の

　
　お
知
ら
せ

さ
ん
ま
る
で
縄
文
を
学
ぼ
う
！

【 さ ん ま る 宝 さ が し ウ ォ ー キ ン グ 】
～ 弓 矢 で 狩 り 体 験 ～

http://www.pref.aomori.lg.jp/

bunka/culture/aomori_ jomon.html

「青森県の縄文遺跡群」 ホームページアドレス

ガイドブック 「縄文あおもり」 の

閲覧 ・ ダウンロードや、

縄文あおもりカレンダーの

原画応募については

こちらのホームページをご覧ください。

えつらん□青森市営バス
JR青森駅から⑥番乗り場「三内丸山遺跡」行き
三内丸山遺跡前で下車　料金 310円　約 30分

１回目は９時 15分から
その後は 10時から１時間ごと、最後は 16時から
（所要時間：約 50分）

10月～５月は９時～ 17時
６月～９月は９時～ 18時
（入場は閉館の 30分前まで）

無料12月 30日～１月１日
休館日

□ねぶたん号
JR新青森駅南口から左回り乗車
三内丸山遺跡前で下車　料金 200円　約 10分

見学のお問い合わせ先：017-766-8282（三内丸山応援隊）

10時 30分～、13時 30分～の２回行っています
（所要時間約 20分）

さんまるミュージアム内で行っています
5月～ 11月の毎週日曜日（所要時間：約 20分）
14:30 ～　※8/2･9･16･30、9/6、11/8 はお休みです
当課専門職員による解説です　

見学料

開館時間

さんまるミュージアムの定時案内

ボランティアガイドの定時案内

ギャラリートークのご案内

交通機関

☆三内丸山遺跡のご案内☆

お問い合わせ先：017-781ｰ6078　（縄文時遊館）

さん
まる
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